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歴史を知り、まちを知る。受け継がれる「三股町」

三股町に残る
文化の息吹を感じよう！

特集

三股町の史跡探訪

◦国民健康保険税はこのように決まります！
◦熱中症に注意しましょう！

国保特集Vol.9
お知らせ

7

花と緑と水のまち

M i m a t a  P u b l i c R e l a t i o n s
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本
町
の
沿
革

三
股
町
の
名
の
起
こ
り
は
、
現
在
明
確
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。し
か
し
、古
書
な
ど
に
は「
水
俣
」「
三
俣
」
と
い
う

字
で
記
さ
れ
て
い
て
、「
古
く
か
ら
川
三
条
、股
に
な
り
て

流
れ
た
り
と
い
う
」と
あ
る
た
め
、そ
の
名
を
と
ど
め
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
、長
原
の
丘（
長
田
）や
高た
か
ぜ
ば
る

才
原（
勝
岡
）な
ど
、

各
所
か
ら
縄
文
時
代
や
弥
生
時
代
の
遺
物
や
遺
構
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
か
ら
、約
６
０
０
０
年
前（
縄
文

時
代
）
か
ら
人
の
営
み
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

古
墳
、奈
良
、平
安
時
代
に
お
け
る
本
町
は
、残
念
な
が

ら
当
時
の
資
料
な
ど
が
少
な
く
、
先
人
た
ち
が
ど
の
よ
う

な
生
活
を
し
て
い
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
化
の
改

新
の
詔
み
こ
と
の
り（

６
４
６
年
）に
よ
っ
て
広
域
な
日
向（
薩
摩
、大

隅
を
含
む
）と
い
う
行
政
区
画
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。後
に

薩
摩
、大
隅
が
分
割
さ
れ
、日
向
国（『
続
日
本
紀
』文
武
２

年〔
６
９
８
年
〕
が
初
見
）
が
成
立
し
た
の
で
す
。

く
だ
っ
て
、建
久
年
間（
１
１
９
０
〜
１
１
９
８
年
）
に

は
、惟こ
れ

宗む
ね（

島
津
）忠
久
が
南
九
州
に
下
向
し
、薩
摩
国
山

門
院（
鹿
児
島
県
出
水
郡
高
尾
野
町
）、
そ
し
て
祝
吉
御
所

（
都
城
市
郡
元
町
）、堀
之
内
御
所（
都
城
市
安
久
町
）
に
居

住
し
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
現
在
、祝
吉
御
所

跡
に
は
、
島
津
家
発
祥
の
地
と
し
て
記
念
碑
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

本
町
の
礎
を
築
い
た
と
も
言
え
る
島
津（
樺
山
）
資
久

（
す
け
ひ
さ
）
は
、観
応
〜
文
和
年
間（
１
３
５
０
年
代
）
に

か
け
て
樺
山
の
地
を
与
え
ら
れ
、そ
の
後
、樺
山
に
居
を
構

え
、
そ
の
開
拓
に
当
た
り
ま
し
た
。後
に
梶
山
に
移
り
、梶

山
城
を
築
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
こ
の
梶
山
城
の
よ
う
な
山
城
で
、

梶
山
城
と
同
じ
く
都
城
12
外
城
の
一
つ
で
あ
っ
た
勝
岡
城

も
、
元
和
元
年（
１
６
１
５
年
）
の
一
国
一
城
の
幕
令
に

よ
っ
て
廃
城
と
な
り
、
現
在
は
わ
ず
か
に
面
影
を
と
ど
め

る
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

天
下
泰
平
の
世
と
な
っ
た
江
戸
時
代
で
し
た
が
、
薩
摩

藩
は
他
藩
に
対
す
る
緊
張
を
解
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の

た
め
、薩
摩
藩
は
藩
内
に
９
カ
所
の
陸
地
番
所
を
設
置
。そ

の
内
２
カ
所
が
飫
肥
の
伊
東
氏
に
備
え
る
た
め
、
町
内
の

梶
山
と
寺
柱
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。本
町
は
、飫
肥
藩
と
の

藩
境
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
藩
境
警
備
の
重
要
な
地
域

だ
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、こ
の
時
代
の
薩
摩
藩
で
は
、一
向
宗（
浄
土
真
宗
）

を
禁
制
と
し
、一
向
宗
門
徒
が
発
覚
す
る
と
、厳
し
い
処
罰

を
与
え
ま
し
た
。弾
圧
の
始
ま
り
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、慶

長
２
年（
１
５
９
７
年
）、薩
摩
藩
第
17
代
当
主
島
津
義
弘

が
朝
鮮
に
出
兵
す
る
際
に「
二
十
カ
条
の
置
文
」を
残
し
ま

す
。そ
の
中
に
一
向
宗
禁
制
の
文
言
が
見
ら
れ
、こ
れ
が
薩

摩
藩
全
域
に
出
さ
れ
た
最
初
の
弾
圧
命
令
で
し
た
。

し
か
し
、一
向
宗
の
信
者
は
後
を
絶
た
ず
、蓼
池
地
区
に

残
る「
か
く
れ
念
仏
洞
」な
ど
の
地
下
洞
に
隠
れ
て
信
仰
を

守
り
続
け
ま
し
た
。明
治
維
新
後
に
は
神
仏
分
離
令
が
出

さ
れ
、
全
国
的
に
廃は
い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
く（
仏
教
寺
院
や
仏
像
仏
具
な

ど
を
破
壊
す
る
）も
行
わ
れ
ま
し
た
。特
に
薩
摩
藩
で
は
徹

底
的
に
行
わ
れ
、
現
存
す
る
梶
山
地
区
の
仁
王
像
は
顔
が

つ
ぶ
さ
れ
、当
時
の
思
想
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。

明
治
２
年（
１
８
６
９
年
）、都
城
の
地
頭
で
あ
っ
た
三

島
通
庸
は
、
山
王
原
を
三
股
郷
の
麓
と
し
て
荒
涼
た
る
原

野
を
開
拓
し
、
産
業
や
教
育
の
振
興
を
図
っ
て
村
づ
く
り

を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
明
治
22
年（
１
８
８
９
年
）、三
股
郷
か
ら
三
股

村
に
な
り
、昭
和
23
年
に
町
制
を
施
行
。三
股
町
と
し
て
今

日
ま
で
の
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

本
町
に
は
、
こ
う
い
っ
た
歴
史
を
語
り
か
け
て
く
る
史

跡
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
そ
れ
ら
は
先
人
が

築
き
上
げ
て
き
た
三
股
町
の
証
で
す
。

４
〜
５
㌻
に
は
本
町
に
点
在
す
る
史
跡
を
地
図
で
ご
紹

介
し
ま
す
。こ
の
夏
、史
跡
を
巡
っ
て
先
人
た
ち
の
生
活
の

息
吹
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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田の神像を祭る習俗は、1700年代に始まったといわれている。庶民信仰
の代表的なもので、農耕の神として豊作祈願の対象とされた。全国に分布
するが南九州では特に独自文化が発展し、「タノカンサー」など親しみを
こめて呼ばれている。主に神官型や農民型、そのほか旅僧型などがある。

タノカンサー（田の神様）

は
る
か
昔
、
人
々
は
こ
の
地
に
居
を
求
め
開
拓
を
試
み
ま
し
た
。

い
つ
し
か
こ
の
地
は
三
股
と
呼
ば
れ
、

今
日
の
「
三
股
町
」
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
の
で
す
。

本
町
に
現
存
す
る
３
０
０
基
以
上
の
石
造
文
化
や
遺
跡
、

各
古
文
書
か
ら
は
、「
三
股
町
」
が
歩
ん
で
き
た

歴
史
と
先
人
た
ち
の
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

太
古
か
ら
記
さ
れ
る
人
の
営
み
の
息
吹
、

皆
さ
ん
も
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

三
股
に
残
る

文
化
の
息
吹
を
感
じ
よ
う
！

三股に残る文化の息吹を感じよう！
特集

Let's feel breath of 
culture to be left in 
Mimata!



上沖遺跡
（製鉄所跡）

勝岡小
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三股に残る文化の息吹を感じよう！
特集

これらは、平家落人の墓と伝承されている
ものですが、資料的根拠は見当たらず、それ
を裏付けるものがないのが実情です。しか
し、文治元年（1185年）、壇の浦の合戦で敗
れた平家の落人が九州に逃れたという伝承
は宮崎県内でも見られることから、本町の平
家落人も否定されるものではありません。現
在も地元住民によって大切にされています。

平家落人の墓
これは、樺山氏初代資久の墓と伝わるも
のです。資久は島津本宗家4代忠宗の5男
で、大字樺山の地を与えられたことから、
島津姓から樺山姓に改称したようです。
のちに資久は梶山に移り、梶山城を築城
したと伝えられています。樺山どんの墓
は、平成元年11月３日に町指定文化財に
指定されています。

樺山どんの墓

本町の蓼池かくれ念仏洞は国道269号線
沿いにあります。都城市山之口町の田島
かくれ念仏洞とは比較的近い距離にあり
ます。平成元年11月３日に町指定文化財
に指定されています。指定の時にこの洞
穴（「ガマ」という）を測って、高さ90㌢、奥
行3㍍40㌢、横幅１㍍90㌢となっていま
すが、元来はもっと広かったと思われます。

かくれ念仏洞

江戸時代、薩摩藩は藩境警備の
ため９カ所の陸地番所を設置
しました。そのうちの２カ所が
寺柱と梶山にありました。飫肥
藩と接していた本町が薩摩藩に
とって重要な地域であったこと
をこの２カ所の番所が物語って
います。特に、寺柱番所のあった

寺柱街道は幕府の巡見使の通り
道でもあり、歴史的にも興味深
いものがあります。両番所とも
に通行人や物資流通の取り締ま
りが具体的任務でした。また、ど
ちらも平成２年４月１日に町指
定文化財に指定されています。

寺柱番所跡・梶山番所跡
本町に残る石橋はこの梶山橋（通称めが
ね橋）とさらに上流に架かっている轟木
橋の２つだけで、貴重な文化財です。梶山
橋は昭和16年（1941年）11月に完成しま
した。それ以前は吊り橋だったようです。
一方、轟木橋は、昭和18年（1943年）３月
に完成。通称太鼓橋と呼ばれ、地域の人々
に親まれました。

めがね橋と太鼓橋

三
股
開
拓
之
碑

こ
こ
は
、
江
戸
時
代
に
薩
摩
藩
と
飫
肥
藩
で
境
界
争
い
が
あ
っ
た

場
所
で
す
。鰐
塚
山
か
ら
牛
之
峠
に
か
け
て
の
境
界
争
い
は
裁
判

に
持
ち
込
ま
れ
、
延
宝
３
年
（
１
６
７
５
年
）、
幕
府
の
裁
定
に
よ

り
飫
肥
藩
の
勝
訴
で
幕
を
降
ろ
し
ま
す
。現
場
の
石
柱
は
飫
肥
藩

に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
「
従
是
東
飫
肥
領
」（
こ
れ
よ
り
ひ

が
し
お
び
り
ょ
う
）
と
刻
字
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
こ
の
石
柱
の

あ
る
場
所
か
ら
南
に
５
分
程
歩
い
た
と
こ
ろ
に
は
一
等
三
角
点
・

天
測
点
が
あ
り
ま
す
。

牛
之
峠
論
所
跡

史
跡
が
語
り
か
け
る

先
人
た
ち
の
営
み
を
肌
で
感
じ
て
、

「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
」
を
知
ろ
う
！

三
股
を
作
り
上
げ
て
き
た
先
人
た
ち
の
文
化
が

あ
っ
て
こ
そ
、
現
在
の
わ
た
し
た
ち
の
文
化
は
築
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
を
郷
土
と
す
る
わ
た
し
た
ち

は
、今
の
「
三
股
町
の
文
化
」
と
と
も
に
先
人
た
ち
の

文
化
も
子
ど
も
た
ち
に
語
り
継
ぎ
、
三
股
町
の
歴
史

を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
先
、
わ
た
し
た
ち
が
託
す
郷
土
と
し
て

の
こ
の
三
股
町
に
、
子
ど
も
た
ち
が
誇
り
を
持
っ
て

新
た
な
歴
史
を
積
み
重
ね
て
い
く
た
め
に
。

「
温
故
知
新
」

歴
史
を
知
り
、
ま
ち
を
知
る

仁
王
像

腰掛石の伝承は日本全国各所で見られま
すが、本町のものは北郷久秀・弟忠通の墓
で触れた応永元年（1394年）の梶山合戦
の時に戦死した久秀伝承にまつわるもの
です。それは、全身に傷を負った久秀がも
はやこれまでと死の間際に腰掛けたと伝
わる石で、兄弟２人の墓のそばに石柵で
囲んで保存され、現在に伝わっています。

腰掛石
室町時代、応永元年（1394年）２月に九州
探題の軍と梶山城で交戦し、同年２月17
日に弟忠通が、そして、３月7日には久秀も
戦死しました。兄弟２人の菩提を弔うため
に建立されたのが大昌寺と伝わっていて、
現在、梶山城跡の南麓の大昌寺跡に２人の
墓があります。平成元年11月3日に町指定
文化財となり、大切に保存されています。

都城島津３代北郷久秀・忠通の墓

町
内
に
現
存
す
る
仁
王
像
は
こ
の
2
体
だ
け
で
す
。も
と
も
と
は

お
寺
の
保
護
、
仏
法
保
護
の
た
め
に
大
昌
寺
の
門
前
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。現
在
は
、北
郷
久
秀
・
弟
忠
通
の
墓
、腰
掛
石
な
ど
と

も
に
一
カ
所
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。こ
の
仁
王
像
は
腕
が
折
れ
、

顔
が
つ
ぶ
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
明
治
時
代
の
始
め
に
あ
っ

た
廃
仏
毀
釈（
は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く
）の
爪
あ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

寺柱番所跡

梶山番所跡

こ
の
石
碑
は
山
王
原
の
稲
荷
神
社
に
あ
り
ま
す
。
大
正
10
年

（
１
９
２
１
年
）
12
月
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。写
真
は
前
面
で
す
が
、

そ
の
背
面
に
は
、
明
治
初
め
に
当
地
の
地
頭
で
あ
っ
た
三
島
通
庸

の
遺
徳
を
称
え
る
と
と
も
に
、
今
日
の
町
の
礎
を
築
い
た
開
拓
の

歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。本
町
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
貴
重
な

文
化
財
で
す
。

石敢當（「いしがんとう」とも「せきかんと
う」とも読む）は中国から伝わった魔除け
の信仰で、町内では8カ所確認されていま
す。この梶山のもののようにＴ字路の突き
当たりなどに設置されています。沖縄県を
筆頭に南九州に数多く見られますが、現在
は全国的にその分布が確認されています。

石敢當

史跡ガイドマップ

HISTORIC SPOT
GUIDE MAP MIMATA
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そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費

【
イ
メ
ー
ジ
図
】

■ 国などからの交付金
■ 保険税
■ 病院などで支払う一部負担金

そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
介
護
納
付
金

【
イ
メ
ー
ジ
図
】

■ 国などからの交付金
■ 保険税

○医療費・介護納付金は、年々増加しています

○保険税の総額の決め方

○平成19年度１世帯当たりの
　保険税額はこのように決まります
所得割
世帯の平成18年中の
所得に応じて計算

資産割
世帯の固定資産税額に
応じて計算

均等割
世帯の加入者に応じて
計算

平等割
一世帯にいくらと計算

年
間
保
険
税
額

国保特集Vol.9

保険税は、その年に予測される医療費から国保加入者が病院な
どで支払う一部負担金と国などからの交付金（医療費から一部負
担金を引いた約２分の１）を除いた額【医療分】と介護納付金から
交付金（介護納付金の約２分の１）を除いた額【介護分】とを合わ
せた額が保険税の総額となります。
これを所得などに応じて割り振り、国保加入者が保険税を公平
に負担するよう決められます。

医療費・介護納付金が増加すると、国保の財政が圧迫され、国保
加入者が納める保険税も増加してしまいます。

三股町国民健康保険でも、下のグラフのとおり医療費・介護納
付金は増加しており、平成19年度の保険税率の医療分は、来年度
からの医療制度改革による影響が不明確なため前年度と同率と
なっていますが、介護分は、激増を緩和するため昨年から２年間
にかけて引き上げています。
保険税の納付にご理解とご協力をお願いします。

第１期　７月31日（口座振替日７月25日）

第２期　８月31日（口座振替日８月27日）

第３期　10月１日（口座振替日９月25日）

第４期　10月31日（口座振替日10月25日）

第５期　11月30日（口座振替日11月26日）

第６期　12月25日（口座振替日12月25日）

第７期　平成20年１月31日（口座振替日１月25日）

第８期　平成20年２月29日（口座振替日２月25日）
※保険税は、国保を支える貴重な財源です。必ず納期までに納めましょう。
※口座振替日の前日までに残高確認をしておきましょう。

※介護分は40歳以上65歳未満の人のみ

三股町国民健康保険

平
成
19
年
度
の
介
護
納
付
金
の
内
訳

全
国
の
給
付
総
額
見
込　

６
兆
７
、
２
２
５
億
円

国 25㌫

県 12.5㌫

市町村
12.5㌫

第１号
被保険者
19㌫

第２号
被保険者
31㌫

被
保
険
者
総
数
見
込
４
、
２
１
２
万
人

総
額
×
31
㌫
＝　

  

２
兆
８
４
０
億
円

【参考】 平成19年度１人当たり介護納付金（第２号被保険者〔40〜64歳〕分）
20,840億円÷4,212万人≒49,476円…①
①＋（平成17年度精算分△1,258円）＝48,218円

所得割… 7.00㌫
資産割…33.00㌫
均等割…2万5,100円
平等割…2万5,100円

19
年
度
医
療
分

上限額（賦課限度額）56万円
医療分の合計金額が
56万円を超える場合は56万円

所得割… 1.87㌫
資産割… 7.63㌫
均等割…9,300円
平等割…6,100円

19
年
度
介
護
分

上限額（賦課限度額）９万円
介護分の合計金額が
９万円を超える場合は９万円

平成19年度三股町国民健康保険税納期

熱
中
症
と
は

熱
中
症
と
は
、暑
さ
に
よ
っ
て
お
こ
る
障
害
の
総
称
で
、

『
熱
け
い
れ
ん
』『
熱
失
神
』『
熱
疲
労
』『
熱
射
病
』
が
あ
り

ま
す
。以
前
、『
熱
射
病
』は『
日
射
病
』と
い
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、直
接
日
光
に
あ
た
ら
な
い
屋
内
で
も
か
か
る
こ

と
か
ら
『
熱
射
病
』
に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

●
熱
射
病
…

　

症
状
〜�

意
識
障
害
、過
呼
吸
、手
足
が
動
か
な

い
、
お
か
し
な
言
動
・
行
動

体
温
が
急
上
昇
し
、大
量
の
汗
が
出
て
顔
が

紅
潮
し
ま
す
。症
状
が
進
む
と
汗
が
出
な
く
な

り
、唇
や
舌
な
ど
、全
身
が
乾
燥
し
ま
す
。体
温

が
40
度
以
上
に
な
る
と
意
識
が
混
濁
し
、意
識

不
明
に
な
る
な
ど
危
険
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

●
熱
け
い
れ
ん
…

　

症
状
〜�

四
肢
や
腹
な
ど
に
痛
み
を
伴
っ
た
け

い
れ
ん

汗
で
体
内
の
塩
分
が
不
足
す
る
と
、
足
や

腹
部
な
ど
の
筋
肉
が
け
い
れ
ん
を
お
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。水
だ
け
し
か
補
給
し
な

か
っ
た
と
き
に
お
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
熱
失
神
…

　

症
状
〜
数
秒
程
度
の
け
い
れ
ん

皮
膚
の
血
管
が
広
が
る
こ
と
で
血
圧
が
低

下
し
、
脳
へ
の
血
流
が
低
下
し
め
ま
い
や
失

神
を
招
き
ま
す
。

●
熱
疲
労
…

　

症
状
〜�

め
ま
い
、疲
労
、脱
力
感
、吐
き
気
、頭

痛
、
お
う
吐　

な
ど

汗
を
か
き
す
ぎ
る
と
、
水
分
と
塩
分
の
両

方
が
失
わ
れ
、前
述
の
よ
う
な
症
状
が
出
て
き

ま
す
。放
置
す
る
と
熱
射
病
に
進
行
し
ま
す
。

熱中症に注意しましょう！
日差しが強くなってくると、『熱中症』の危険がでてきます。
症状の重い場合は意識障害をおこしたり ､命に関わる危険もあります。
特に高齢者や子どもは熱中症にかかりやすいので、十分な注意が必要です。
この機会にぜひ予防と対処方法について知っておきましよう。

予 
防 

法

◦
高
温
多
湿
、
強
い
ひ
ざ
し
、
無
風
に
要
注
意

◦�

熱
を
逃
が
し
や
す
い
服
装
で
、
つ
ば
広
の
帽

子
を
忘
れ
ず
に

◦
水
分
を
こ
ま
め
に
補
給

◦
体
調
不
良
の
時
は
無
理
を
し
な
い

対
処
法
（
応
急
手
当
）

熱
中
症
は
初
期
対
応
が
大
切
で
す
。ふ
ら
ふ

ら
し
た
り
、
反
応
が
な
い
と
き
は
す
ぐ
に
救
急

車
を
呼
び
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

●
熱
射
病
…

◦
風
通
し
の
よ
い
日
陰
へ
移
動

◦
服
を
脱
が
せ
て
寝
か
せ
る

◦
顔
を
横
に
向
け
、
頭
を
高
く

◦
冷
水
や
氷
で
体
を
冷
や
す

◦
呼
吸
が
と
ま
っ
た
ら
人
工
呼
吸

●
熱
け
い
れ
ん
…

◦
風
通
し
の
良
い
日
陰
へ
移
動

◦
足
を
高
く
し
て
寝
か
せ
る

◦
食
塩
水
か
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
ま
せ
る

◦
け
い
れ
ん
部
分
に
温
湿
布

●
熱
失
神
・
熱
疲
労
…

◦
風
通
し
の
良
い
日
陰
へ
移
動

◦
足
を
高
く
し
て
寝
か
せ
る

◦�

食
塩
水
か
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
15
分
ご
と

に
飲
ま
せ
る

◦
水
を
飲
め
な
い
と
き
〜
病
院
で
点
滴
を

Will be careful to sunstroke !

■問い合わせ＝町民保健課 国保年金係 ☎52—1111（内線112）
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交通事故は
もうたくさん

「
逃
げ
た
ぞ
」と
い
う
叫
び
声
を
後
に
、わ
た

し
は
走
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
日
、わ
た
し
は
、バ
イ
ト
先
の
主
人
の

友
人
が
ス
ナ
ッ
ク
を
開
店
す
る
と
い
う
こ
と

で
、そ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
呼
ば
れ
、そ
こ
で
意

識
が
薄
れ
る
ほ
ど
飲
み
、そ
の
後
、ま
た
、違

う
店
に
行
き
飲
み
ま
し
た
。

そ
の
状
態
で
、
２
５
０
㏄
の
オ
ー
ト
バ
イ

に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
道
は
、
い
つ
も
通
り
な
れ
た
道
で

あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
日
に
限
り
道
路
工

事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
整
理
を
し
て

い
た
人
を
跳
ね
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

「
逃
げ
た
ぞ
」と
い
う
声
を
後
に
、わ
た
し
は

走
っ
て
い
ま
し
た
。頭
の
中
は
真
っ
白
で
し

た
。部

屋
に
着
き
、
友
人
に
電
話
を
し
ま
し
た
。

「
今
、
事
故
を
起
こ
し
た
の
だ
け
ど
、
ど
の
よ

う
な
事
態
に
な
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
の
で

調
べ
て
ほ
し
い
」と
、だ
い
た
い
の
場
所
を
教

え
て
頼
み
ま
し
た
。結
果
は
、ど
う
や
ら
人
身

事
故
の
よ
う
だ
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
ま
で
確
か
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
だ
そ
の
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ま
る
で
悪
い
夢
で
も
見
て
い
る
よ
う
な
気
持

ち
の
ま
ま
で
し
た
。

決
心
が
つ
か
ぬ
ま
ま
、
父
に
電
話
を
し
ま

し
た
。父
は
迷
う
こ
と
な
く
、「
警
察
に
電
話

し
な
さ
い
」
と
言
い
ま
し
た
。そ
の
一
言
で
、

１
１
０
番
を
し
ま
し
た
。

そ
の
場
で
、手
錠
が
は
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
れ

は
、
冷
た
く
重
い
も
の
で
し
た
。

命
と
い
う
も
の
は
、
掛
け
替
え
の
な
い
も
の

で
あ
り
、そ
れ
は
、亡
く
し
た
ら
最
後
、二
度
と

再
び
取
り
戻
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。

そ
の
こ
と
の
重
大
さ
を
、
今
回
身
を
も
っ
て

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

人
の
命
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
罪
、そ
れ
は
、た

と
え
交
通
事
故
で
あ
っ
て
も
、
わ
た
し
の
よ
う

に
、無
免
許
、飲
酒
、そ
し
て
引
き
逃
げ
ま
で
も

し
て
い
る
者
で
あ
れ
ば
、
殺
人
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
自
分
が
、
と
て
も
み
じ
め
で
情
け
な

く
、被
害
者
の
方
、そ
し
て
ま
た
、そ
の
遺
族
の

方
々
や
自
分
の
両
親
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い

ま
す
。

片
方
で
は
、
早
く
世
間
か
ら
自
分
の
身
を
隠

し
、
刑
務
所
に
逃
げ
込
み
た
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。そ
れ
は
、多
少
な
り
と
も
、刑
務

所
に
入
れ
ば
、
ま
る
で
、
自
分
の
犯
し
た
罪
が

消
え
て
し
ま
う
か
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
こ
と

が
、無
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
し
た
。し
か
し
、そ

の
考
え
は
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。当
然
と
い
え

ば
当
然
で
す
。罪
を
償
う
と
こ
ろ
が
刑
務
所
で

あ
っ
て
、
い
た
ず
ら
に
時
を
過
ご
す
だ
け
で
は
、

何
も
生
ま
れ
て
は
き
ま
せ
ん
。な
ぜ
、こ
の
よ
う

な
事
故
を
起
こ
し
た
の
か
、
そ
れ
は
、
自
分
の

性
格
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、
倫
理
観
、

人
生
観
に
間
違
っ
た
考
え
は
な
か
っ
た
か
、
な

Ｍ
・
Ｔ　

22
歳　

学
生

「
逃
げ
た
ぞ
」の
声
を
背
に
走
り
去
っ
た
わ
た
し

シャル・ヤナ

※贖いとは、罪を償うという意味。
ここに掲載してある手記は、交通事故を引き
起こして刑務所で罪の償いをしている人たち
の懺

ざ ん げ

悔の記録です。
一瞬の過ちによって、家族、恋人、友人な
ど親しき人々から隔絶され、自ら犯した罪を
反省している様子が文脈の端端から伝わっ
てきます。
このような悲惨な事故を引き起こさないよう、
心の戒めにしていただきたいと思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕

ど
自
己
を
見
つ
め
、
矯
正
す
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
の
で
す
。

そ
し
て
ま
た
、
被
害
者
の
方
の
ご
冥
福
を

祈
り
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
犯
し
た

罪
が
、
初
め
て
許
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と

が
、
分
か
り
始
め
ま
し
た
。

や
が
て
、刑
期
も
終
了
し
、自
由
の
身
と
な

り
ま
す
が
、そ
れ
は
、自
分
の
罪
が
許
さ
れ
た

こ
と
に
は
な
ら
ず
、
逆
に
始
ま
る
の
だ
と
わ

た
し
は
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
責
任
と
い
う
大
き
な
荷
を
背

負
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
へ
の
始
ま
り
で
す
。

こ
の
刑
務
所
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
、
そ

し
て
、学
ん
だ
す
べ
て
を
生
か
し
、ま
た
被
害

者
の
方
の
ご
冥
福
を
祈
り
続
け
、
生
き
て
い

け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2

TEL.51-3462 FAX.51-3561

Culture

文
化
会
館
で
生
ま
れ
た
４
作
品
を
一
挙
上
演

（
受
講
生
作
品
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演
）

【
ヨ
ム
ド
ラ　

〜
読
む
ド
ラ
マ
〜
】

５
月
27
日
に
、
平
成
18
年
度
戯
曲
講
座﹁
せ

り
ふ
書
い
て
み
る
？
﹂で
誕
生
し
た
４
作
品
を

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
形
で
上
演
し
ま
し
た
。

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
は
、
台
本
を
持
ち
、
せ
り

ふ
を
文
字
通
り﹁
読
む
﹂こ
と
に
よ
っ
て
聞
き

手
に
情
景
を
想
像
さ
せ
る
表
現
方
法
で
、い
わ

ば﹁
朗
読
の
よ
う
な
芝
居
﹂で
す
。

４
人
の
作
家
も
作
品
が
演
出
家
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
く
か
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。

上
演
後
の
ポ
ス
ト・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス・
ト
ー

ク
で
は
作
家
と
演
出
家
に
よ
る
感
想
と
作
品

完
成
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
語
ら
れ
、彼

ら
の
表
情
か
ら
は
達
成
感
な
ど
も
う
か
が
え

ま
し
た
。

平
成
19
年
度
も
戯
曲
講
座
が
始
ま
り
ま
す
。

新
た
な
受
講
生
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
が

完
成
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

★
９
月
〜
11
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

☆
【
９
月
８
日
】

ハ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

﹃
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｅ（
心
音
）﹄

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｍ

☆
【
９
月
９
日
】

ハ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

﹃
音
で
あ
そ
ぼ
う
１・２・３
！
﹄

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｍ

☆
【
10
月
５
〜
７
日
】

劇
団
こ
ふ
く
劇
場
第
10
回
公
演

﹃
夏
の
夜
の
夢
﹄　　

   　

劇
団
こ
ふ
く
劇
場

☆
【
10
月
14
日
】

繊
細
で
美
し
い
旋
律
を
堪
能
！

﹃
福
田
進
一
ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
﹄

　

福
田
進
一

☆
【
11
月
４
日
】

声
楽
家
３
人
で
マ
ジ
メ
に
楽
し
く
ち
ょ
っ
と

お
も
し
ろ
く
お
贈
り
す
る
音
楽
の
ひ
と
と
き

﹃A
ura

・di

・M
usica

﹄

　
　
　

オ
ー
ラ
・
デ
ィ
・
ム
ジ
カ

お
は
な
し
と
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
13
日
、文
化
会
館
で﹁
お
は
な
し
と
音

楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
﹂を
開
催
し
ま
し
た
。子
ど

も
の
読
書
週
間
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
、
今
年

で
４
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
森
の
音
楽
会
と
い
う
設

定
で
、
動
物
に
な
っ
た
小
さ
な
音
楽
会
と
こ

ふ
く
劇
場
の
劇
団
員
が
、
た
く
さ
ん
の
お
は

な
し
や
音
楽
を
訪
れ
た
３
１
６
人
の
親
子
に

届
け
ま
し
た
。今
回
使
わ
れ
た
紙
芝
居
や
、お

は
な
し
、詩
、絵
は
す
べ
て
公
募
で
選
ば
れ
た

作
品
で
、
そ
の
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
も
小

さ
な
音
楽
会
の
作
曲
で
構
成
さ
れ
、
手
作
り

感
た
っ
ぷ
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

町
内
の
小
中
学
校
、保
育
園
、幼
稚
園
を
対

象
に
募
集
し
ま
す
。各
学
校
、園
で
ま
と
め
て

応
募
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
園
児
は
感
想
画
だ
け
の
募
集
で
す
。

夏
休
み
は
い
ろ
い
ろ
な
本
を
た
く
さ
ん
読
ん

で
、
感
想
文
や
感
想
画
を
頑
張
っ
て
か
い
て

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。入
賞
し
た
作
品
は

図
書
館
に
展
示
し
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
講
座

７
月
22
日（
日
）午
後
２
時
～

◦
読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
の
講
演
、実
演

講
師　

宮
崎
大
学　

菅 

邦
男
教
授

図
書
館
内
の
多
目
的
ル
ー
ム
で
開
催
し
ま

す
。誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。参
加
希
望
者
は

図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

ま
た
、
託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会

７
月
29
日（
日
）午
後
３
時
～

紙
芝
居
コ
ー
ナ
ー
で
、
楽
し
い
お
は
な
し

を
い
っ
ぱ
い
し
ま
す
。

み
ん
な
、遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
！

■�

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

月
曜
日（
祝
日
の
時
は
そ
の
翌
日
）・祝
日・

年
末
年
始（
12
月
28
日
～
１
月
４
日
）・第

３
水
曜
日（
館
内
整
理
日
）・
館
内
資
料
一

斉
点
検（
年
１
回
15
日
以
内
）

リーディング公演『なつかしい未来』　作 廣畑明美

リーディング公演『生産者さん』　作　松原正義

６
月
最
初
の
週
末
、
名
古
屋
市
に
３
回

目
の
旅
を
し
ま
し
た
。１
回
目
は
４
年
前
、

大
阪
外
国
語
大
学
の
留
学
生
だ
っ
た
時
、

名
古
屋
市
に
見
学
旅
行
で
ト
ヨ
タ
工
場
と

名
古
屋
城
を
見
に
行
き
ま
し
た
。２
回
目

は
去
年
の
こ
と
で
、
友
達
と
白
川
郷
へ
行

く
前
に
名
古
屋
市
で
パ
ー
テ
ィ
を
し
ま
し

た
。そ
の
時
は
、居
酒
屋
し
か
行
き
ま
せ
ん

で
し
た
。今
回
は
、名
古
屋
市
に
住
ん
で
い

る
友
達
と
３
日
間
、
過
ご
し
ま
し
た
。

名
古
屋
市
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ス
ト
ラ

ン
が
本
当
に
多
い
の
で
、フ
ラ
ン
ス
の
美
食

の
旅
で
し
た
。ず
っ
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
話
し

て
、フ
ラ
ン
ス
風
の
喫
茶
店
で
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
ん
で
、
バ
イ
ク
で
ツ
ー
リ
ン
グ
を
し
ま

し
た
。３
日
間
フ
ラ
ン
ス
に
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。名
古
屋
名
物
の
み
そ
豚

カ
ツ
は
食
べ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
フ
ラ
ン

ス
の
ク
レ
ー
プ
を
食
べ
ま
し
た
。日
本
の

中
で
フ
ラ
ン
ス

の
旅
が
で
き
て
、

お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。

たくさんの親子が楽しんだ「おはなしと音楽のコンサート」

交
通
事
故（
人
身
）発
生
ワ
ー
ス
ト
◎
県
内
16
位
／
平
成
19
年
５
月
31
日
現
在
（
31
市
町
村
中
）※
ワ
ー
ス
ト
…
悪
い
方
か
ら
の
順
位

※
市
町
村
数
は
、平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
の
市
町
村
数
と
な
り
ま
す（
県
警
統
計
に
よ
る
）。

フ
ラ
ン
ス
を
堪
能
し
た

名
古
屋
の
旅
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５
月
22
日
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー（
久
保
靖
雄
理
事
長
・２

３
２
人
）は
、草
刈
機
具
の
取
り
扱

い
講
習
会
を
高
才
原
墓
苑
で
行
い

ま
し
た
。

草
刈
機
具
は
、
高
速
回
転
す
る

刃
物
を
装
備
す
る
た
め
、
金
属
刃

の
取
り
付
け
や
操
作
を
誤
る
と
大

変
危
険
で
す
。本
講
習
会
は
、
機

具
を
扱
う
機
会
の
多
い
時
期
と
も

あ
っ
て
、
作
業
前
の
点
検
や
取
り

扱
い
の
説
明
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
墓
苑
内
の
草
刈
り

の
実
習
を
行
い
、
参
加
者
約
20
人

は
、
気
持
ち
新
た
に
安
全
就
業
へ

の
認
識
を
高
め
ま
し
た
。

安
全
な
就
業
を

シ
ル
バ
ー
が
草
刈
機
具
の
講
習

「
今
後
も
安
全
保
護
具
を
着
用
し
、
お
互
い
に

声
を
掛
け
合
っ
て
安
全
就
業
に
務
め
た
い
」

参
加
者

米
村 

鎮
男
さ
ん

               （
仲
町
）

６
月
５
日
、町
は
梅
雨
や
台
風
な

ど
の
集
中
豪
雨
に
備
え
よ
う
と
、町

内
各
地
に
点
在
す
る
災
害
危
険
個

所
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
に
は
、自
衛
隊
や
消
防
関
係

者
、県
、
そ
し
て
自
治
公
民
館
長
な

ど
か
ら
成
る
防
災
会
議
委
員
な
ど

関
係
者
約
50
人
が
参
加
。危
険
個

所
や
災
害
対
策
工
事
が
完
了
し
た

個
所
４
カ
所
を
確
認
し
、今
後
の
対

応
を
協
議
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、町
内
１
２
２
カ
所
の

危
険
個
所（
急
傾
斜
地
70
カ
所
、土

石
流
40
カ
所
、地
す
べ
り
７
カ
所
、

た
め
池
５
カ
所
）
の
う
ち
、
37
カ
所

を
危
険
度
の
最
も
高
い
Ａ
ラ
ン
ク

に
指
定
。県
土
木
事
務
所
員
は「
災

害
対
策
工
事
が
終
わ
っ
て
い
る
個

所
で
も
注
意
が
必
要
。危
険
を
感
じ

た
ら
、す
ぐ
避
難
す
る
よ
う
に
呼
び

掛
け
て
」
と
訴
え
ま
し
た
。

災
害
危
険
個
所
に

町
内
37
カ
所
が
危
険
度
Ａ

三
股
中
、
追
悼
集
会

６
月
７
日
、三
股
中
学
校（
山
元

博
司
校
長
・９
５
８
人
）
で
、全
校

生
徒
に
よ
る「
追
悼
集
会
」が
開
か

れ
ま
し
た
。

昭
和
44
年
６
月
30
日
、新
坂（
勝

岡
）
の
が
け
崩
れ
で
亡
く
な
っ
た

同
校
生
徒
４
人
と
、
同
じ
く
61
年

の
水
難
事
故
で
亡
く
な
っ
た
生
徒

１
人
の
冥
福
を
祈
り
、
安
全
意
識

の
向
上
を
目
的
に
毎
年
生
徒
会
が

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

生
徒
会
役
員
の
進
行
で
始
ま
っ

た
本
会
で
は
、
命
の
大
切
さ
を
再

確
認
し
た
後
、
２
つ
の
事
故
を
当

時
の
新
聞
記
事
で
振
り
返
り
、
全

新し
ん

坂さ
か

の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
！

中
学
校
と
地
元
が
そ
れ
ぞ
れ
追
悼

「
登
下
校
の
自
転
車
マ
ナ
ー
な
ど
を
生
徒
全
員
で
考
え
、

日
ご
ろ
か
ら
命
は
一
つ
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
意

識
し
て
生
活
し
た
い
」

生
徒
会
長

大
盛 

和
也
さ
ん

（
３
年
生
）

６
月
13
日
、
長
年
の
行
政
功
労

が
認
め
ら
れ
た
、
山
内
利
幸
さ
ん

（
仮
屋
・
88
）の
高
齢
者
叙
勲（
旭
日

単
光
章
）の
伝
達
式
が
、町
長
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

山
内
さ
ん
は
昭
和
42
年
５
月
か

ら
町
議
会
議
員
と
し
て
同
58
年
４

月
ま
で
、
４
期
16
年
に
わ
た
り
地

方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
本
町
の
産
業
発
展

や
町
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
。同

54
年
５
月
か
ら
は
４
年
間
議
長
を

務
め
、
防
災
無
線
の
開
設
や
各
小

学
校
の
鉄
筋
校
舎
へ
の
改
築
推
進
、

第
４
地
区
と
５
地
区
の
公
民
館
建

設
推
進
な
ど
に
尽
力
し
ま
し
た
。

山
内
利
幸
氏

高
齢
者
叙
勲
の
栄
誉

「
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。本
受
章
は
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
す
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

旭
日
単
光
章

山
内 

利
幸
さ
ん

（
仮
屋
）

●
期
日
前
投
票

 
投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
買
い
物
な
ど
に
出
掛

け
る
予
定
で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

●
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
で
下
記
の
表
に
当
て
は
ま
る
人
、
ま
た
は
介
護
保
険

の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要
介
護
５
」

の
人
は
、
郵
便
を
使
っ
て
自
宅
で
投
票
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
手

続
き
が
必
要
で
す
。
こ
の
郵
便
投
票
の
請
求
に
は
期
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
目
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

7
月
29
日（
日
）は
第
21
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

投
票
時
間
は
午
後
６
時
ま
で
で
す。ご
注
意
く
だ
さ
い
！

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
（
全
11
投
票
所
）

投
票
時
間
を
２
時
間
繰
り
上
げ
て
い
ま
す
。

★
期
日
前
投
票
（
予
定
）

日
時
：
７
月
13
日
（
金
）
〜
７
月
28
日
（
土
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で

場
所
：
役
場　

ロ
ビ
ー

★
期
日
前
投
票
は
午
後
８
時
ま
で
、投
票
日
当
日
は
午
後
６
時
ま
で
の
投
票
で
す
。

投
票
日
は
、
自
分
の
入
場
券
に
書
か
れ
た

投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
ん
な
投
票
方
法
も
あ
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
障
害
１
級 

・
２
級

内
臓
機
能
障
害
１
級 

・
３
級

免
疫
機
能
障
害
１
級
〜
３
級

戦
傷
病
者
手
帳

両
下
肢
、
体
幹
障
害
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

内
臓
機
能
障
害 

特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症

●
名
簿
登
録
地
以
外
の
市
町
村
の

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
の
不
在
者
投
票

　

長
期
出
張
中
や
他
市
町
村
へ
の
転
居
後
間
も
な
い
場

合
な
ど
の
理
由
で
、
当
日
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
人
は
、
三
股
町
以
外
の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
選
挙
人

が
三
股
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
し
立
て
て
、
直
接
、

ま
た
は
郵
便
な
ど
で
投
票
用
紙
を
請
求
し
ま
す
。
投
票

用
紙
や
不
在
者
投
票
用
封
筒
を
郵
送
で
や
り
取
り
し
ま

す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
こ
の
時
期
が
く
る
と
当
時
の
こ
と
を
よ
く
思
い
出
し

ま
す
。悲
惨
な
災
害
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
亡
く
な
っ

た
同
級
生
の
冥
福
を
祈
る

意
味
で
取
り
組
み
ま
し
た
」

餅
原
親
子
会
長

初
森 

修
一
さ
ん

員
で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

餅
原
親
子
会
、
慰
霊
碑
を
清
掃

ま
た
、
餅
原
親
子
会
（
初
森
修
一

会
長
・
13
世
帯
）
は
、
同
17
日
、
被
害

者
４
人
の
冥
福
を
祈
ろ
う
と
新
坂

に
建
て
ら
れ
て
い
る
慰
霊
碑
周
辺

の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
慰
霊
碑
は
、
同
年
11
月
15

日
、
町
と
三
股
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

都
城
地
区
交
通
安
全
協
会
三
股
支

部
に
よ
っ
て
、
亡
く
な
っ
た
女
子
生

徒
４
人
の
冥
福
と
、

町
民
の
交
通
安
全

を
祈
願
す
る
意
味

で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

清
掃
が
終
わ
る
と
、参
加
者
た
ち

は
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
、そ
っ

と
花
を
供
え
ま
し
た
。

ま
た
、
亡
く
な
っ
た
４
人
の
う

ち
、
３
人
が
餅
原
出
身
。
同
親
子
会

長
の
初
森
修
一
さ
ん
は
彼
女
た
ち

の
同
級
生
で
し
た
。

※
６
月
21
日
現
在
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Mimata Information

町内12カ所の児童館は、子どもたちに
健全な「遊び」を提供し、心身の健康増進
や情操を豊かにすることを主な目的とし
ています。
現在、児童館では「放課後児童健全育成
事業」を行っていますが、児童クラブ事業
だけを行っているわけではなく、町内の
すべての子どもたちを対象として上記目
的のために運営されています。
児童館は誰でも利用できる場所です。
お気軽にご利用ください。
■開館時間＝
月曜〜金曜　午後１時〜６時
土曜日　　　午前９時〜午後６時
夏休み期間（７月21日〜8月31日）
　　　　　　午前９時〜午後６時

（ただし、日・祝日除く）
■開館場所＝
山王原児童館　　　　　☎52−1091
東原児童館　　　　　　☎52−0336
植木児童館　　　　　　☎52−1092
第２地区交流プラザ　　☎52−1099
蓼池児童館　　　　　　☎52−3947
新馬場児童館　　　　　☎52−3948
今市児童館　　　　　　☎52−1814
上米児童館　　　　　　☎52−4373
梶山児童館　　　　　　☎52−1251
宮村児童館　　　　　　☎52−5533
前目児童館　　　　　　☎52−4844
長田児童館　　　　　　☎54−1213
■注意事項＝

各小学校の帰宅指示時間に合わせて、
児童を帰宅させます。
未就学児童は保護者同伴での利用とな
ります。
■問い合わせ
　福祉保健課　児童福祉係
　☎52−1111（内線166）

毎年、多くの子どもたちでにぎわって
いる河川プールですが、平成17年の台風
により損壊した河川設備の復旧のめどが
立っていません。そのため、安全性が確保
できないことから、今年も河川プールの
運営を中止します。
心待ちにしていた人には申し訳ありま
せんが、ご理解をお願いします｡
なお、翌年度以降については未定と
なっています｡このような状態ですので、
川で泳いだり遊んだりしないでください。
■問い合わせ
　教育課　生涯学習係
　☎52−1111（内線435）　

町内にお住まいの女性の皆さん、三股
町女性団体連絡協議会に加入して女性同
士で情報交換したり、レクリエーション
したり楽しく交流活動しませんか！
団体でも、個人でも大歓迎です。随時受
け付けます。現在の参加グループは、【更

生保護女性会】、【ＪＡ女性部】、【商工会女
性部】、【体操クラブ】、【竹の子会】、【たん
ぽぽの会】です。

■問い合わせ
　教育課　生涯学習係
　☎52−1111（内線435）

都城市下水流町にあるリサイクルプラ
ザでは、たびたび処理棟で小火が発生し
ています。この小火には、ヘアスプレー缶
などのガス缶爆発など、さまざまな原因
が考えられています。
爆発、火災の恐れがあるものは、次のと
おり、必ず分別していただきますように
お願いします。
■爆発、火災の恐れがあるもの＝
＊�カセットボンベ・スプレー缶…穴を開
け、ガス抜き後、資源ごみ（空き缶類）
へ
＊�ライター…燃料ガスを完全に使い切り、
不燃ごみへ
＊�石油ストーブ…灯油を完全に使い切り、
直接リサイクルプラザへ搬入

■お知らせ
＊�ガスコンロ（カセットコンロ含む）…	
乾電池をはずし、直接リサイクルプラ
ザへ搬入
＊�携帯電話・カメラ、充電電池（リチウム
電池）、ボタン電池など…販売店の回
収箱へ
■資源ごみ＝	
＊�ペットボトル…… 中をすすいで、必ず
キャップをはずす（キャップは不燃ご
みへ）。
＊�白色トレイ…きれいに洗う（色、柄物は
不燃ごみへ）
■問い合わせ
　都城市リサイクルプラザ
　☎36−3900

都城の裁判所では、下記のとおり「裁判
員制度」について定例の説明会を開催し
ます。
平成21年５月までに始まるこの制度で
は、あなたも裁判員に選ばれるかも知れ
ません｡そのとき落ち着いて対処できる
よう今のうちに理解を深めていてくださ
い。予約は不要です｡お気軽にどうぞ！
■日時＝8月から毎月第２、第４木曜日
　　　　午後３時〜４時30分
■場所＝
宮崎地方裁判所都城支部会議室
■内容＝ビデオ「裁判員—選ばれ、そし
て見えてきたのも」の上映
第２木曜日　裁判官によるポイント説明
会と意見交換会「裁判官と語らんね」
第４木曜日　職員による説明会「裁判員
に選ばれっしもた！どげんすかい」
■問い合わせ
　宮崎地方裁判所都城支部庶務課
　☎23−4131

事業所または自主防災組織などで、当
該事業所の従業者または防災組織の構成
員に対して行う普通救命講習の指導を行
うために必要な講習です。

■日時＝８月１日（水）〜３日（金）の３
日間　午前８時30分〜午後５時
■場所＝都城市南消防署
　　　　屋内訓練場１階
■資格＝満18歳以上
■内容＝応急手当に必要な知識と技能、
応急手当の指導要領、そのほか必要な
知識・技術
■費用＝テキスト代 3,360円
■募集人員＝10人程度
■申込期間＝７月５日〜7月20日
※定員になり次第、締め切ります。
■問い合わせ
　都城市消防局 警防課
　☎22−8883

都城盆地土地改良区（仮称）では、下記
のとおり職員採用試験を実施します。
■区分＝技術職
■採用予定人員＝若干名
■対象＝昭和47年４月２日〜平成２年
４月１日に生まれた人（別途欠格条項
あり）
○高等学校卒業程度の学力を持つ人
○�都城市または三股町に居住する人、ま
たは居住予定の人

○�測量士補または測量士、土木施工管理
技士２級または１級、電気工事施工管
理技士２級または１級、ダム管理技士
のいずれかの資格を現に持っている
人で、かつ普通自動車免許（平成20年
３月末日までに取得見込の人を含む）
を持っている人。性別は問いません。

■職務内容＝都城盆地地区内の畑地か
んがい水利施設（ダム、頭首工、パイプ
ライン、ファームポンド、揚水機場な
ど）の管理、土地改良事業の事務

【第１次試験】
■日程＝９月16日（日）
受付　午後１時15分〜１時45分
試験　午後２時〜４時
■場所＝都城市コミュニティセンター
　　　都城市姫城町10−６
■合格発表＝　

10月上旬に都城市役所、三股町役場の
掲示板に合格者の受験番号を掲示するほ
か、合格者には文書で通知します。
■試験案内・受験申込書の配布と請求＝
７月９日（月）から都城公共職業安定
所、市農村整備課、各総合支所産業振興
課、本町産業振興課で配布します。郵便請
求の場合は、封筒の表に「受験申込書請
求」と朱書きし、120円切手を貼った宛先
明記の返信用封筒（Ａ４判用紙の入るも
の）を同封して都城市農政部農村整備課
（〒885−8555）へ請求してください。
■受付期間＝
７月９日（月）〜８月３日（金）
午前８時30分〜午後５時15分
（ただし土・日・祝日を除く）
※�郵送の場合は８月３日までの消印のあ
るものに限り有効とします。
■申し込み・問い合わせ
　都城盆地農業農村整備事業促進協議会
事務局　市農政部農村整備課
　☎23−2982

三股町社会福祉協議会では、忌明寄付
を次のとおりいただきました。
故人のご冥福をお祈りいたしますとと
もに、社会福祉発展のために有意義に利
用させていただきます。
誠にありがとうございました。

三股町社会福祉協議会
  平成19月５月１日から31日まで

●問い合わせ：三股町役場　TEL52-1111㈹　FAX52-4944

愛のご寄付

誰でも遊べる児童館を
ご利用ください！

今年も河川プールの
運営を中止します

悪質商法にご注意ください！！
「息子に良縁がある」と言って130万円もの印かんを売りつける！といった被害が九州地方で発生しています。

三股町女性団体連絡
協議会　加入団体
募集！！

リサイクルプラザから
『ごみの出し方につ
いて』のお願いです！

平成18年10月31日、南郷町にて
漁協婦人部と交流し、料理教室を実施しました

裁判員制度説明会の
お知らせ

応急手当普及員の
認定講習参加者
募集のお知らせ

都城盆地土地改良区
（仮称）職員採用試
験のご案内

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額
嘉藤ヨシヱ 夫 良秀 82 下　新 ２万円

中原スミ 夫 兼雄 83 上　米 ５万円

上西十蔵 義母 大村ヒサ 88 稗　田 ５万円

田上　博 母 ヨシ 92 田　上 ３万円

水流園安見 母 ハルコ 91 大鷺巣 ３万円

橋口アヤ子 夫 重
しげ

二
じ

82 前　目 １万円

山元ヒサヱ 夫 六男 80 山王原 ３万円

藤
とう

　龍
りゅう

吉
きち

母 ヤシノ 94 西植木 ３万円

上石洋
ひろし

伺 母 田平トシ子 93 西植木 ３万円

原口ミル子 夫 三
さん

二
じ

83 仲　町 ３万円

飯田トミ子 夫 直幸 84 上　米 ５万円

安藤トキエ 子 三郎 64 勝　岡 ３万円

田上まゆみ 母 今村タヅ 75 神奈川 ３万円

久松五雄 父 綱盛 97 山王原 10万円

<被害内容> 
一度表札を購入したことのある業者が訪れ、「無料で姓名判断
をしてあげる。よく当たる先生を連れてきた」と言って、家の中
に入り込みます。その後長時間にわたり、「災いを招く家相だ」
「息子が早死にする」と不安にさせ、「これを作れば神様が守っ
てくれる」「独身の息子に良縁がある」と言って、130万円もの
印かんを売りつけるものです。

【ひとこと助言】
表札の購入をきっかけに「姓名判断」と称して家の中に入り込み

ます。そして不安をあおりたてたり、「運が開ける」などと言って高 

額な印かんを売りつける手口です｡
一度応じるとさらに次々と品物を売りつけられる可能性があり

ます。注意しましょう。
また、契約の前には必ず誰かに相談しましょう！　

〜内閣府（社）全国消費生活相談員協会　見守り新鮮情報第６号より〜

■問い合わせ
　都城地方消費生活センター
　都城市北原町16-１　☎24−0999
　総務企画課　行政係　☎52−1111（内線234）
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481

●赤ちゃん健診
■期日＝８月３日（金）
■受付＝午後１時15分〜１時45分

●もぐもぐ (離乳食) 教室
■期日＝７月13日（金）
■時間＝午前９時30分〜正午
■持ってくるもの＝母子手帳、バスタオル、おんぶひも
　　　　　　　　　エプロン、三角きん　　※託児あり

●赤ちゃんマッサージ
■期日＝７月23日(月)　午後１時30分〜２時30分
■対象者＝生後２か月〜５か月児と保護者20組
■持ってくるもの＝バスタオル、母子手帳、小皿
※事前に申し込みをしてください。

●マザークラス・パパママ教室
■期日＝１回目／８月９日（木）　２回目／８月16日（木）
　　　　３回目（パパママ教室）／８月19日（日）
■時間＝午前９時30分〜11時30分まで
　　　　（ただし、３回目は正午終了です）
■持ってくるもの＝母子手帳、体操のできる服装

●キッズクッキング
■期日＝①７月30日(月)　②８月４日(土)
■時間＝①午後１時30分〜３時30分
　　　　②午前９時30分〜12時30分
■対象者＝町内の幼児(３歳から未就学児)と保護者
■内容＝①おやつをつくろう（講話と調理）
　　　　②お昼ごはんをつくろう（講話と調理）
■持ってくるもの＝エプロン、三角きん（大きめのハンカチ）
　　　　　　　　　②のときは、米0.5合／人
■参加費＝①…100円／人
　　　　　②…200円／人

●親子料理教室
■期日＝８月８日（水）
■時間＝午前９時30分〜12時30分
■対象者＝三股町内の小学生と保護者
■内容＝お昼ごはんをつくろう（講話と調理）
■持ってくるもの＝エプロン、三角きん（大きめのハンカチ）、
　　　　　　　　　米0.5合／人
■参加費＝200円／人

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　 ☎52−8101

●親子教室　
■期日＝７月12日（木）
■時間＝午前10時〜11時
■内容＝英語であそぼ！

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
■期日＝７月19日（木）　
■時間＝午前10時〜11時
　　　　子育てサークル「いもん子クラブ」さん

●親子ふれあいコンサート（小さな音楽会）
■期日＝７月24日（火）　
■時間＝午前10時〜11時
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●にこにこ教室
■期日＝８月２日（木）　
■時間＝午前10時〜11時
■内容＝リトミックで体を動かそう！

●ボンジュール・ヤナ！
町の国際交流員であるフランス人のヤナさんとお話やゲーム

をしてみませんか！
■期日＝８月７日（火）　
■時間＝午前10時〜11時

児童扶養手当現況届の受け付けをします
●児童福祉係（内線167）

児童扶養手当の受給資格者は、次のとおり現況届を提出してく
ださい。提出しないと、手当ての支給が停止されますのでご注意
ください。対象者には７月末に通知します。

■日時＝８月９日（木）〜10日（金）
　　　　午前９時〜正午、午後１時〜５時
■場所＝役場４階　 第２会議室

医療費助成受給資格者証の更新について
●児童福祉係（内線167）

母子・父子家庭、寡婦の医療費助成受給資格者証をお持ちの人
は下記の日程で更新の手続きをしてください。

なお、対象者には７月末に通知します。
■日時＝８月９日（木）〜10日（金）
　　　　午前９時〜正午、午後１時〜５時
■場所＝役場４階　　第２会議室

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481

●リズムウォーキング
■期日＝７月23日(月)
■時間＝午前11時〜正午

※�ストレッチや「歩く」動作を中心とした運動を１時間程度行います。
●健診結果説明会

５月から基本健診がスタートし、終わった地区から随時結果を
返しています。結果は常に同じではなく、その時の体調や今まで
の生活の積み重ねが影響することがあります。自分の健康状態を
知るために受ける健診です。受けっぱなしにせず、結果をこれか
らの生活に生かしてみませんか？お住まいの地区以外でも参加
できますので、都合の良い日にご参加ください。

■�日程＝健診結果通知書に印刷されています。また、健診会
場では日程表を配布していますのでそちらを見てください。

■内容＝健診結果の見方、個別相談
■持ってくるもの＝健診結果・健康手帳・筆記具

重度心身障害者医療費受給資格者証の更新について
●社会福祉係（内線164・165）

この制度は、１カ月に支払った医療費が、1,000円を超えたとき
に、「高額療養費」や「附加給付」などを差し引いて助成を受けら
れる制度です。

重度心身障害者医療費受給資格者証の更新を行いますので、
下記のとおり全員更新手続きをしてください。

また、受給資格証を持っていない人でも当てはまると思われる
人は、相談してください。

なお、所得制限などで認定されない場合があります。
■対象者＝※手続きは代理の人で構いません。
◦身体障害者手帳１級または２級を持つ人
◦療育手帳Ａを持つ人
◦身体障害者手帳３級と療育手帳Ｂの両方を持つ人
※現在、資格者証をお持ちの人には、郵送で直接案内します。
■日時＝７月25日(水)〜27日（金）
　　　　午前９時〜正午、午後１時〜４時
■場所＝役場１階玄関ロビー
■持って来るもの＝①印かん、②保険証、③通帳（郵便局以
外のもの）、④「身体障害者手帳」または「療育手帳」、⑤重
度心身障害者医療費受給資格者証（現在持っている人のみ）

　

介護保険料の徴収がはじまります
●介護高齢者係(内線162・163)

平成19年度の保険料は次のとおりです。
第１段階被保険者　　２万7,600円
第２段階被保険者　　２万7,600円
第３段階被保険者　　４万1,400円
第４段階被保険者　　５万5,200円
第５段階被保険者　　６万9,000円
第６段階被保険者　　８万2,800円

◆介護保険料の納付方法について
65歳以上の人の保険料は、年金から天引きされる方法（特別徴

収）と納付書などで納める方法（普通徴収）があります。
■�特別徴収＝年金が年間18万円以上ある人の保険料は、年金

から天引きされます。年金が18万円以上ある人でも、普通
徴収になる場合があります。

■�普通徴収＝町から送られてくる納付書、または口座振替で
保険料を納めます。

※年金が年額18万円未満の人
※年度途中で65歳になった人
※転入・転出した人
※年金の支給停止などで、年金天引きが中止された人

地域包括支援センターからのお知らせ
●地域包括支援センター　☎52−8634

●脱水症に注意しましょう！
何もしなくても汗がにじんでくるような季節になりました。こ

れからの時期に注意していきたいのが脱水症です。
○脱水症って？

体内の水分が急激に少なくなることで、病的な症状が現れ
ることです。脱水症は血液濃度が高まり脳梗塞（こうそく）や
心筋梗塞を引き起こすこともあり非常に危険です。

○どうして高齢者が脱水症になりやすいの？
①�高齢者の身体中の水分が若い人と比べて少ないからです。水

を蓄える働きは筋肉にありますが、筋肉の少ないお年寄りと赤
ちゃんは、水分補給が止まると簡単に脱水症を起こしてしま
うのです。

②�年をとると腎臓の働きが弱りだし、老廃物をおしっこと一緒に
排泄しようとするのにもたくさんの水（尿）が必要になります。

③�年をとるとのどの渇きをあまり感じなくなり、水を飲む意欲も
あまり起きてこないので脱水症になりやすいのです。

○脱水症の症状は？
口が渇く、皮膚のしわが戻らない、口の周りがかさかさする、

脈が速くなるなどです。症状が進むと、もうろうとして意識が
なくなったりします。

尿もれや何度もトイレに行くからといって水分をひかえて
いる人、普段からあまり水分を取らない人は、意識して水分を
補給するようにしましょう。

○１日に必要な水分量はどのくらい？　 
体の中のいらないものを捨てるには、1㍑の水分量（尿量）が

必要になります。汗や呼吸、便に含まれる水分を入れると、１
日２㍑以上の水分が必要です。食事で摂取できる水分もありま
すので、飲んで摂取する水分量の目安は、１㍑〜１．５㍑といわ
れています。

○脱水症を予防しよう！  
就寝前や起床時、入浴の前後、食事の時などには、日ごろからこ

まめに水分補給する習慣をつけるようにしましょう。庭や畑仕事、
運動の前後にも十分に水分補給してください（ただし、中には心
臓病や腎臓病のため水分補給制限が必要な人がいます。個々の
病態を知り、その人に必要な量の水分補給を行うことに心掛けて
ください。また、アルコールは水分量に含みませんので要注意！）。
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両
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揺
ら
し

左
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ま
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ょ
う
）

　

※
以
下
同
じ
よ
う
に
体
を
動
か
し
ま
す
。



いきいき げんき！● 問い合わせ：
　健康管理センター
　 ☎52−8481 〜大人もいっしょに「食育」〜
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※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので
　☎23-5555でご確認ください。

（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100に
　問い合わせてください。

野崎さん方の田植え

６月20日、勝岡在住の野崎定綱さん
方の田んぼにおじゃましました。
「楽しそうに見えるけど、腰が痛くて大
変ですよ。昔は良かったけど、年を取る
とねー」と奥さんの洋子さん。機械で植
えられない場所に２人で手植えをしなが
ら話してくれました。

くらしのカレンダー
1.July ~ 12.August  2007

みまた

◎今月の表紙

くらしのカレンダー

『２人の田植え』

Life & Tax

■税 ● 問い合わせ：税務財政課　TEL 52-1111㈹　FAX 52-4944

７月31日(火)は納付期限です
●納税管理係(内線144・147)

　納付期限内に納付しましょう。
● 国民健康保険税（1期）
※�口座振替は７月25日(水)が振替日です。再振替は行っ
ていません。24日(火)までに預貯金口座の残高確認
をお願いします。

「納税相談」ご利用ください
●納税管理係(内線144・147)

税金は納付期限内に納めていただくことが原則ですが、
「やむを得ない特別な事情があって納付期限内に納税
できない」「一度に納めることが難しい」といった場合
には、印かんをお持ちになり、ご相談ください。
早めの納税相談は分割納付などにおいて納付期間や金
額に余裕を持つことができます。

また、納税について分からないことがある場合も気軽
にご相談ください。

納期内納付にご協力ください
●納税管理係(内線144・147)

納税の本来の姿は、定められた納期限までに、納税義務
者が税金を自主的に納めることです。
仮に、定められた納期限までに町税を納めず滞納の状
態にあれば、町は滞納者に対して督促状などを送付し、
納税を促すことになります。
町税を滞納したままでいると、町は納期内に納めた納
税者との公平性を保つためや町税を確保するために、
やむを得ず滞納者の不動産・給料などの財産を差し押
えるなどの滞納処分を行うことになります。
納期限までに納税者の皆さんが自主的に納めていただ
きますようお願いします。

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税がいきている ・たばこは町内で買いましょう

★楽しく食べる  〜その④〜

食育って？　毎日の食事によって身体が作られ、食事の質によって健康の質まで変わってしまいます。食べ物を選ぶ力、正しい知識を身につけ、
　　　　　 心も体も健全な食生活を実践することができる人間を育てる教育のことです。

1 日

◎田中内科（内） ☎23-5872（北原町）
◎下長飯クリニック（外・内）☎39-0800（下長飯町）
◎仮屋医院（内・小） ☎36-0521（上水流町）
◎福島外科（外・胃） ☎38-1633（都北町）
◎一心外科（外・胃・肛門・内） ☎52-7788（三股町）
◎北原医院（産・婦） ☎22-4133（北原町）

2 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
3 火 ◦可燃物
4 水

5 木 ◦缶・びん
6 金 ◦可燃物
7 土

8 日

◎宇宿医院（内・小・胃） ☎25-9031（栄　町）
◎しげひらクリニック（内） ☎27-5555（神之山町）
◎あきづき医院（内・心内） ☎36-0534（上水流町）
◎たかお浜田（外・内） ☎22-8818（鷹　尾）
◎ならはら皮膚科（皮膚） ☎22-1455（志比田町）
◎小山田眼科（眼） ☎22-0710（松元町）

9 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
10 火 ◦可燃物
11 水

12 木 ◦トレイ・ペット
13 金 ◦可燃物
14 土

15 日

◎おおくぼクリニック（内）☎26-1500（千　町）
◎沖水こどもクリニック（小） ☎27-5656（太郎坊町）
◎出水医院（内） ☎59-9424（高城町）
◎倉内整形（整） ☎22-1252（上　町）
◎石井皮膚科（皮） ☎23-4588（蔵原町）
◎西元眼科（眼） ☎25-8888（中原町）

16 月

◎ふくしまクリニック（内・消・小）☎46-5001（下川東）
◎黒松病院（内） ☎38-1120（金田町）
◎田中隆内科（内） ☎52-0301（三股町）
◎仮屋外科（外・胃・内・肛門） ☎25-7712（志比田町）
◎花房医院（泌） ☎25-1177（北原町）
◎永吉眼科（眼） ☎22-1530（姫城町）

◦図書館休館日
17 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日

18 水 ◦不燃物 ◦図書館休館日
19 木 ◦缶・びん
20 金 ◦可燃物
21 土

22 日

◎有川医院（呼吸・胃） ☎24-6677（上川東）
◎鵜木内科医院（循・内） ☎26-0008（花繰町）
◎教山医院（内・小） ☎62-1205（高崎町）
◎もちお蛯原医院（整形・形成）☎21-5355（蓑原町）
◎ゆうクリニック（消・外・内）☎46-6100（広原町）
◎丸田病院（産・婦） ☎23-7060（八幡町）

23 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
24 火 ◦可燃物
25 水

26 木 ◦トレイ・ペット
27 金 ◦可燃物
28 土

29 日

◎瀬ノ口医院（内・消） ☎25-5155（姫城町）
◎原田医院（内・小・外） ☎26-3330（郡元町）
◎竹田内科（内） ☎38-1036（高木町）
◎ながはま整形外科（整） ☎46-7188（都北町）
◎はまだクリニック（外・胃・肛） ☎45-2266（祝吉町）
◎ふたみ眼科（眼） ☎38-5532（都北町）

30 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
31 火 ◦可燃物

1 水

2 木 ◦缶・びん
3 金 ◦可燃物
4 土

5 日

◎藤元早鈴（内） ☎25-1212（早鈴町）
◎冨田医院（内・小） ☎23-4586（栄　町）
◎瀬ノ口内科（内） ☎25-7780（都原町）
◎福田クリニック（外・循・内）☎46-1122（蓑原町）
◎庄内医院（外・内・整） ☎37-0522（庄内町）
◎吹上耳鼻科（耳鼻） ☎21-4133（鷹　尾）

6 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
7 火 ◦可燃物
8 水

9 木 ◦トレイ・ペット
10 金 ◦可燃物
11 土

12 日

◎柏村内科（内・消・循・呼吸） ☎22-2616（上　町）
◎あきと内科胃腸科（内・胃）☎46-5500（都原町）
◎志々目医院（内・小） ☎57-2004（山之口町）
◎都北鮫島クリニック（胃・内・外）☎38-6060（都北町）
◎寺本整形（整） ☎22-1171（北原町）
◎たき心療内科（心内・精・神内）☎46-9191（若葉町）

◎８月の予定

◎７月の予定

毎月19日は食育の日

朝
食　　　　　　

ごはん　　　　　　　　　　　主食1.5
千切り大根のサラダ　　　　　副菜１
豆腐と豚のごま炒め　　　　　主菜２（写真は２人分です）
イチゴ　　　　　　　　　　　果物１

昼
食　　　

菜めん　　　　　　　　　　　主食２・副菜１・主菜１
みそがね　　　　　　　　　　副菜２（写真は２人分です）
バナナヨーグルトドリンク　　牛乳１・果物１

間
食　

きんかんケーキ（１切れ）　 　（こまの）ひも
牛乳（１/ ２杯）　　　　　　　牛乳１

夕
食　　　

ごはん　　　　　　　　　　　主食1.5
冷汁　　　　　　　　　　　　副菜１
白和え　　　　　　　　　　　副菜１
鶏ソテーはちみつソース　　　主菜２

←水・お茶

厚生労働省
農林水産省決定

1日の合計　　主食５　　副菜６　　主菜５　　牛乳２　　果物２
6月号の必要量の表を参考に、自分の1日に必要な量を増減しながら、ご活用ください。

◎三股町の農産物を使ったバランスガイド（1日の目安） 単位　つ（SV）



■
茶
じ
ょ
け

JIN
18

「
b
k
夏<
d
q
e
b
s
f
?
」

【
今
回
の
テ
ー
マ
】

小
学
生
編
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あ
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、
い
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に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
親
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ま
れ

て
き
た
か
が
う
か
が
え
ま
す
。▽

お便りやイラスト、お子さまの写真を募集しています。
皆さまからのお便りを募集しています。ふだん生活で感じたことや皆
さんへのお願いごとなどを400字以内に、またアニメのヒーローなど
をお書きの上、お送りください。

◎わが家の一番星
３歳以下のお子さまの写真とコメントを添えてお申し込みください。

■問い合わせ　総務企画課企画政策係　☎52-1111

◦男／11,552人◦女／13,120人
◦計／24,672人◦前月比＋38人
◦世帯数／9,329戸（＋24戸）
◦出生／12人◦死亡／18人
◦転入／112人◦転出／68人

三股町の人口
平成19年６月１日現在

発行・編集／三股町総務企画課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111 FAX0986-52-4944
URL http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

◎町のおいたち
三股町にはいろいろ発掘される土器から、新石
器時代より各所に人が住んでいたことがうかがわ
れます。また、その名の起源は「古くから川三条、股
になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」
をとどめているといわれています。徳川時代は薩摩
藩に属し、明治初年五戸長を一丸として、戸長役
場と改称しました。当時の地頭三島通庸公は荒涼
たる原野に土木をおこし、産業を奨励し教育の振
興をはかって村造りをなし、ここ三股の基礎が築
かれたのです。
明治23年、町村制実施により三股村となり、昭和
23年５月３日に町制を施行して名実ともに三股町と
して発足しました。以来自治の発展に努め、文化農
村建設へと邁進し、さらに今や数多くの企業誘致
により町民の所得向上をはかりながら住みよい豊
かな田園工業都市をめざして躍進しています。

◎町章
町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。
◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ
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2007.7

新
し
く
村
が
で
き
て
田
の
神
が
な

い
と
こ
ろ
な
ど
で
は
、
田
の
神
の
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を
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ち
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田
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夕
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け
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れ
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会
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流
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わ
た
し
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子
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ろ
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効
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と
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感
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す
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ス
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も
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か
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謡
を
口
ず
さ
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ら
、
孫
と
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「
き
れ
い
だ
ね
ー
」。
西
の
空
に
真
っ
赤
な
太
陽
が
、
今
ま
さ
に
地
平
線
に
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し
て
い
ま
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た
。
辺
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て
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ろ
う
か
。逝
っ
て
し
ま
っ
た
懐
か
し
い
人
た
ち
の
笑
顔
が
よ

み
が
え
る
。

公
園
で
は
た
く
さ
ん
の
盆
ト
ン
ボ
が
空
を
舞
っ
て
い
る
。も
う
お
盆
も

近
い
。あ
の
ト
ン
ボ
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
誰
か
を
背
に
乗
せ
て
帰
っ
て

〈
♪
〉

103

★

筒つ
つ

井い

ら
ん
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

◎
平
成
16
年
７
月
10
日
生
ま
れ

◎
寛
暁
さ
ん
・
広
美
さ
ん
の
長
女

いつも元気いっぱいのピーちゃん。これから
も元気に家族の太陽でいてください。

椿つ
ば
き

ひ
な
た
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

◎
平
成
17
年
12
月
27
日
生
ま
れ

◎
竜
太
郎
さ
ん
・
あ
ゆ
み
さ
ん
の
長
女

歌とダンスが大好きならんちゃん。これから
も優しい杏二（あんじ）くんとかわいい來汰
（らいた）くんと仲良くしてね。

子どもたちは夏休み！
今回は、新馬場児童館に遊びに来ていた子どもたちに
「この夏にしたいこと」を聴いてみました。
子どもたちは、今月21日から夏休みに入ります。
「いいなー、子どもは…」という大人の気持ちをよそに、
子どもたちは元気いっぱい。
その元気さで暑さに負けずに遊んでほしいですね。
この期間中、保護者の皆さんは子どもたちと一緒に
遊ぶこともあるのではないかと思います。
これらの意見を参考にしてみてはいかがでしょうか？



三股町立文化会館自主文化事業　● 問い合わせ・電話予約／三股町立文化会館　Tel0986-51-3462  Fax0986-51-3561

村冶佳織、大萩康司など現在、日本を代表する若手ギタリストを育成し、
世界で活躍しているギタリスト福田進一を迎えます。
繊細で美しい旋律をご堪能ください！お聞き逃すことがないように！！

場所／三股町立文化会館　　出演／ Ensemble　M（アンサブルM）／愛川義夫（ギター）、上之園謙治（パーカッション）、
横山桂子（ピアノ）　Guest（ゲスト）／小川知恵（エレクトーン）、平山美津代（クラリネット）、川﨑圭子（うた／ 9月9日）
※なお、内容等に変更がある場合があります。あらかじめご了承ください。

日　
　

時
／
11
月
４
日
（
日
）

開　
　

場
／
午
後
１
時
30
分　

開　
　

演
／
午
後
２
時　
　
　
　
　

上
演
時
間
／
90
分
（
休
け
い
込
み
）

料　
　

金
／

　

一
般
（
高
校
生
以
上
）

　
　

１
、５
０
０
円

　
　
（
当
日
１
、７
０
０
円
）

　

小
学
生
〜
中
学
生

　
　

１
、０
０
０
円

　
　
（
当
日
１
、２
０
０
円
）

　
　
※
未
就
学
児
童
の
入
場
は

　
　
　
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

出　
　

演
／

　

篠
原
千
鶴
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　

内
之
倉
勝
哉
（
テ
ノ
ー
ル
）

　

永
野　

朱
美
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　

藤
田　
　

剛
（
ピ
ア
ノ
）

　

黒
木　

麻
理
（
ピ
ア
ノ
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
／

　

日
本
歌
曲
・
千
の
風
に
な
っ
て

　

歌
劇
「
蝶
々
夫
人
」
か
ら 

ほ
か

福田進一

福田進一
ギターリサイタル in 三股

日時　10月14日（日）
開場／午後１時30分　　　 開演／午後２時
料金／一般……………………… 2,000円（当日2,500円）
　　　学生（高校生以下）… … 1,000円（当日1,500円）
　　　　※就学前児童の入場はご遠慮ください。

出演／福田進一【ギター】
※内容に変更がある場合があります。あらかじめご了承ください。

オ
ー
ラ 

デ
ィ 

ム
ジ
カ

ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト

〜
午
後
の
ひ
と
と
き
を
〜

声
楽
家
３
人
で
マ
ジ
メ
に
楽
し
く
、

ち
ょ
っ
と
お
も
し
ろ
く
お
贈
り
す
る
音
楽
の
ひ
と
と
き
。

ご
一
緒
し
ま
せ
ん
か
？

篠
原
千
鶴
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

内
之
倉
勝
哉
（
テ
ノ
ー
ル
）

永
野
朱
美
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

黒
木
麻
理
（
ピ
ア
ノ
）

藤
田
剛
（
ピ
ア
ノ
）

Heartfelt musicHeartfelt musicHeartfelt music
Presented by
Ensemble M

ハートフェルトミュージック

９/8(土)
ん? どこかで
聞いたことのあるメロディー
Vol.4〜映画音楽編〜

“あれ？どこかで聞いたことあるような” 曲を集めたコンサート

思い出のスクーリーンミュージックに出会えるかも！

■時　　間：午後７時開演（午後６時30分開場）

■料　　金：一律1,000円（当日1,500円）
■演奏曲目：�ラストエンペラー、 ミッションインポッシブル、「ひまわり」、　　

「ティファニーで朝食を」などの映画音楽メドレー ほか

■上演時間：約90分

０才から楽しめるコンサート
手作り楽器に挑戦♪ 

音で遊ぼう1・2・3！
手作り楽器作成コーナー／音が出せる楽器を作りたい人、この指と〜まれ！
■時　　間：午後１時〜２時
■場　　所：町立文化会館会議室、リハーサル室
※先着50名で締め切りとさせていただきます。
　お早めの申し込みをお待ちしています。KOKORONE （心音）

９/9(日)

アニメソングや楽器体験、音あてクイズなど、参加型の内容でお送りします。

■日　　時：午後２時30分開演（午後２時開場）

■料　　金：一律300円（当日500円）
■演奏曲目：�アンパンマンマーチ、ぞうさん、
　　　　　　  アイスクリームのうた、
　　　　　　  ハウルの動く城よりほか

■上演時間：約60分

※�

内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。


